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天
正
遣
欧
少
年
使
節
と
は
？

　

九
州
の
キ
リ
シ
タ
ン
大
名
ら

（
有
馬
晴
信
・
大
友
宗
麟
・
大
村

純
忠
）
は
、自
分
の
名
代
（
代
理
）

と
し
て
、
４
人
の
少
年
（
伊
東
マ

ン
シ
ョ
、
千
々
石
ミ
ゲ
ル
、
原
マ

ル
チ
ノ
、
中
浦
ジ
ュ
リ
ア
ン
）
に

ロ
ー
マ
に
行
く
よ
う
命
じ
ま
し
た
。

こ
の
出
来
事
を
天
正
遣
欧
少
年
使

節
と
い
い
ま
す
。

　

有
馬
の
セ
ミ
ナ
リ
ヨ
で
学
ん
だ

４
人
の
少
年
は
、
口
之
津
港
を
出

発
し
、１
５
８
２
年
２
月
20
日
、長

崎
の
港
か
ら
巡
察
師
ヴ
ァ
リ
ニ
ャ

ー
ノ
と
共
に
出
航
。ロ
ー
マ
教
皇

グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス
13
世
と
会
っ
た
あ

と
、無
事
に
日
本
に
帰
り
ま
し
た
。

　

洋
々
と
船
出
し
た
４
人
で
し
た

が
、
８
年
後
帰
国
し
た
日
本
は
、

キ
リ
シ
タ
ン
を
禁
じ
る
動
き
が
活

発
化
。
時
代
に
ほ
ん
ろ
う
さ
れ
な

が
ら
、
彼
ら
は
そ
れ
ぞ
れ
の
人
生

を
ま
っ
と
う
し
ま
し
た
。

村
木
嵐
さ
ん
の
語
る
４
人

　

と
こ
ろ
で
、
使
節
の
４
人
は
ど

ん
な
性
格
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
？

　

作
家
の
村
木
嵐
さ
ん
は
、
４
人

の
性
格
を
こ
う
分
析
し
ま
す
。「
伊

東
マ
ン
シ
ョ
は
、
全
て
に
お
い
て

パ
ー
フ
ェ
ク
ト
な
リ
ー
ダ
ー
。
原

マ
ル
チ
ノ
は
、
天
才
肌
だ
が
、
末

っ
子
タ
イ
プ
の
甘
え
ん
ぼ
。
中
浦

ジ
ュ
リ
ア
ン
は
、
言
葉
数
少
な
く
、

じ
っ
く
り
考
え
る
タ
イ
プ
。
そ
し

て
千
々
石
ミ
ゲ
ル
は
、
一
番
人
間

ら
し
く
て
、
一
番
４
人
の
中
心
に

い
た
人
で
は
な
か
っ
た
か
」
と
。

使
節
が
与
え
た
影
響

　

悲
運
の
彼
ら
で
し
た
が
、
そ
の

功
績
は
著
し
い
も
の
が
あ
り
ま
し

た
。

　
「
東
方
の
４
人
の
貴
公
子
」た
ち

と
し
て
、
１
５
８
５
年
中
に
書
か

れ
た
本
な
ど
は
48
種
類
、
１
５
９

３
年
に
は
77
種
類
に
も
及
び
、
イ

タ
リ
ア
、ド
イ
ツ
な
ど
の
各
国
に
、

日
本
の
存
在
を
知
ら
せ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
日
本
に
日
本
初
の
活
版

印
刷
機
と
印
刷
技
術
を
持
ち
帰
り

ま
し
た
。

絵
画
と
印
刷

　

使
節
が
持
ち
帰
っ
た
聖
画
は
、

画
学
生
ら
の
手
本
と
し
て
、
水
彩

や
油
彩
、
銅
版
画
な
ど
の
勉
強
に

利
用
さ
れ
ま
し
た
。
後
年
、
宣
教

師
フ
ロ
イ
ス
は
「
よ
う
や
く
各
地

の
聖
堂
を
立
派
な
絵
で
飾
る
こ
と

が
で
き
る
」
と
イ
エ
ズ
ス
会
に
そ

の
感
動
を
伝
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
持
ち
込
ま
れ
た
印
刷
機

で
、
多
く
の
銅
版
画
が
刷
ら
れ
ま

し
た
。
キ
リ
シ
タ
ン
弾
圧
で
ほ
と

ん
ど
が
消
失
し
て
し
ま
い
ま
し
た

が
、
奇
跡
的
に
「
セ
ビ
リ
ア
の
聖

母
」
と
「
聖
家
族
」
が
マ
ニ
ラ
で

発
見
さ
れ
ま
し
た
。
い
ず
れ
も
セ

ミ
ナ
リ
ヨ
が
有
家
に
あ
っ
た
と
き

に
制
作
さ
れ
た
も
の
で
、
こ
れ
ら

が
、「
有
家
版
」
と
呼
ば
れ
る
ゆ

え
ん
で
す
。

　

こ
の
う
ち
、
セ
ビ
リ
ア
の
聖
母

は
、
有
家
セ
ミ
ナ
リ
ヨ
開
設
４
０

０
年
事
業
と
し
て
、
１
９
９
６
年
、

故
渡
辺
千
尋
氏（
２
０
０
９
年
没
）

の
手
に
よ
っ
て
復
刻
さ
れ
ま
し
た
。

復
刻
さ
れ
た
版
画
は
、
現
在
あ
り

え
コ
レ
ジ
ヨ
ホ
ー
ル
に
保
管
さ
れ

て
お
り
、
希
望
す
れ
ば
誰
で
も
観

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

な
お
、
市
で
は
セ
ミ
ナ
リ
ヨ
版

画
展
を
毎
年
開
催
し
、
銅
版
画
の

歴
史
の
顕
彰
、
文
化
の
高
揚
に
努

め
て
い
ま
す
。

音
楽
と
祈
り

　

セ
ミ
ナ
リ
ヨ
の
日
課
表
に
よ
る

と
、
毎
日
音
楽
の
時
間
が
あ
っ
て
、

聖
歌
を
歌
っ
た
り
、
楽
器
の
練
習

を
し
て
い
ま
し
た
。

　

４
少
年
も
例
外
で
な
く
、
帰
国

し
た
４
人
は
、
太
閤
秀
吉
に
謁
見

し
た
際
、
ア
ル
バ
（
ハ
ー
プ
）、

ク
ラ
ヴ
ォ
（
鍵
盤
楽
器
）、
ラ
ウ

テ
（
リ
ュ
ー
ト
）、
レ
ベ
カ
（
ヴ

イ
オ
ー
ル
）
な
ど
の
楽
器
を
演
奏
。

秀
吉
の
ア
ン
コ
ー
ル
で
３
度
も
演

奏
し
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
後
、
北
有
馬
町
の
有
志
が

当
時
の
聖
歌
を
復
刻
。
現
在
で
は
、

小
・
中
学
生
の
聖
歌
隊
「
コ
ル
ス
・

ア
ン
ジ
ェ
リ
ク
ス
」
に
よ
っ
て
、

グ
レ
ゴ
リ
オ
聖
歌
な
ど
が
歌
い
継

が
れ
て
い
ま
す
。

戦国末、ローマから日
本に帰国した天正遣欧
少年使節を待っていた
のは「禁教」だった。
４人の中で、ただ一人
信仰を捨てた千々石ミ
ゲルは、何のために生
きようとしたのか？
ミゲルの苦悩の生涯を、
妻「珠」の目から描く。

マルガリータ
著：村木 嵐
出版社：文藝春秋

村
木  

嵐
（
む
ら
き
ら
ん
）

　
司
馬
遼
太
郎
家
の
家
事
手

伝
い
を
経
て
、
司
馬
夫
人
の

福
田
み
ど
り
さ
ん
の
個
人
秘

書
を
務
め
る
傍
ら
執
筆
活
動

を
行
う
。

　

２
０
１
０
年
同
作
品
で
、

第
17
回
松
本
清
張
賞
受
賞
。

　
現
在
松
平
信
綱
を
主
人
公
に
し
た
小
説
を
執
筆
中
な
の
だ
と

か
。
発
表
が
今
か
ら
楽
し
み
で
す
。

　
「
平
成
遣
欧
少
年
使
節
で
は
、
ロ
ー
マ
法

王
に
も
謁
見
す
る
の
だ
と
か
。
中
学
生
と

言
え
ば
、
感
性
豊
か
な
と
き
。
こ
う
し
た

時
期
に
海
外
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
る
こ

と
は
、
と
て
も
素
晴
ら
し
い
こ
と
で
す
。

　

４
人
の
少
年
た
ち
に
と
っ
て
、
航
海
が

友
情
を
育
み
、
ロ
ー
マ
で
の
見
聞
が
一
生

を
左
右
し
た
よ
う
に
、
後
で
振
り
返
っ
た

と
き
に
、『
か
け
が
え
の
な
い
時
間
だ
っ
た
』

と
言
え
る
思
い
出
に
な
る
と
い
い
で
す
ね
」

　７月21日、村木嵐さんが、口之津史
談会の招きで講話会を行いました。
　「口之津にずっと来たかった」とい
う村木さん。作品の執筆秘話に、来場
者は、熱心に耳を傾けていました。

旅
の
名
は

天
正
遣
欧
少
年
使
節

彼
ら
が

も
た
ら
し
た
も
の

〜
有
馬
セ
ミ
ナ
リ
ヨ

　
　
　
　

  

か
ら
世
界
へ
〜

1595年刊行オルテリウス編のテイシェイラ作成の
「日本図」 日本二十六聖人記念館蔵

少年像はいずれも 
〈ウルバーノ・モンテ『年代記』〉より
像左は出身地〈現在の自治体名で記載〉

正使・千々石ミゲル

正使・伊東マンショ

副使・原マルチノ

副使・中浦ジュリアン

宮
崎
県
西
都
市

雲
仙
市
千
々
石
町

西
海
市

波
佐
見
町

復刻されたセビリアの聖母
「聖家族」には「Arie1596」、「セビリアの
聖母」には、「in sem lapo 1597」と彫り
こまれており、有家で彫られたことがわか
ります。

　
耶
蘇
会
（
イ
エ
ズ
ス
会
）
の
目
的
。
そ
れ
は
「
キ
リ
ス
ト
教
の
日
本
へ

の
布
教
」
で
あ
り
、
教
育
活
動
も
そ
の
一
環
で
し
た
。

　
中
で
も
絵
画
や
音
楽
は
、
読
み
書
き
が
十
分
に
で
き
な
い
庶
民
に
対
し

て
、「
キ
リ
ス
ト
教
と
は
何
か
」
を
伝
え
る
強
力
な
ツ
ー
ル
で
し
た
。
当
時
、

奥
行
き
の
あ
る
絵
画
、
心
を
癒
す
音
楽
は
、
当
時
の
人
々
を
魅
了
し
た
に

違
い
な
く
、
こ
れ
ら
は
、
キ
リ
ス
ト
教
の
普
及
と
共
に
、
あ
る
い
は
独
立

し
た
文
化
と
し
て
、
地
域
に
根
を
お
ろ
し
ま
し
た
。

藤
原
市
長
も
ロ
ー
マ
法
王
に
謁
見
！

　
１
９
９
８
年
当
時
の
有
家
町
長
で
あ

っ
た
藤
原
市
長
が
、
故
渡
辺
千
尋
氏
ら

と
共
に
、
ロ
ー
マ
法
王
ヨ
ハ
ネ
・
パ
ウ

ロ
２
世
に
謁
見
。「
セ
ビ
リ
ア
の
聖
母
」

の
復
刻
版
を
献
上
し
ま
し
た
。

　
天
正
遣
欧
少
年
使
節
の
４
少
年
の
生
涯
を
描
い
た
傑
作
「
マ
ル

ガ
リ
ー
タ
」。第
17
回
松
本
清
張
賞
も
受
賞
し
た
こ
の
作
品
の
作
者
、

村
木
嵐
さ
ん
か
ら
お
話
を
お
聞
き
し
ま
し
た
。

松
本
清
張
賞
作
家

村
木 

嵐
さ
ん
か
ら
エ
ー
ル

む
ら

き

ら
ん

＊出典：「旅する長崎学２」　長崎文献社
｜特集｜ セミナリヨと ローマと 若人と


